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日本線虫学会第1母回1本会プログラム

1997年9月 3日 (7k)～9月 5日 (木)

大会会場 :北方圏センター

(道庁男1年12階、札曝"Ⅲ央区】ヒー3条西マ丁目)

省響今今脅:KlくR札暉(札幌"中本区Fヒ4‐各可う丁目1)―‐
9月 3日 (水)              、日
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「後志地方のジャガイモシネトセンォ子!ウfWttT現地見学」

||l         i         1                           1  1  1

大会事務局 :農林水産省 北 海道農業試験場 線 虫研究室

〒062 札 幌市豊平区羊ヶ丘 1

目重言舌 : 011-857-9247  FAX : 011-859・2178

〔議演者の方へのお知らせ〕  |       ‐  |

一般講演の講演時間は、一課題当たり15分 (予鈴 10分、2鈴 12分、終鈴 15分)で

す。講演者多数のため、時間厳守お願いします。      ‐

本大会の一般講演の講演要旨は、会誌第27巻 2号に登載する予定となっております。

要旨の修正が必要な場合は、9月末日までに農業環境学年研容可線→i―↑1勲‐砕T容 事 (〒

30う茨ガ 県っ くば―市観 青台 3,1‐|、 F革 :10298‐98‐o19?ヽ9‐申I!:
arachi煎9niaes.aBttc.goづp)宛に修正した要旨をお送り下さい。
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議演プログラム
9月 3日 (水)

〔一般請演〕 10:00～ 11:45

(座長 相 原孝雄)

10:00 101 皆 )|1 望 (農研センター):キ タネヨブセンチュウおよびキタネグサレセ

ンチュウの分離効率に及ぼすベルマンロー ト法の分離条件の検討.

10:15 102 寺 本 健 (長崎総捜林試):長 崎県におけるジャガイモシス トセンチュウ

の発生生態 2.ジ ャガイモ畑における年間発生消長.

10:30 103 清 水 啓 。大塚寛治 (農研センター):不 耕起ダイズ栽培圃場におけるダイ

ズシス トセンチュウの発生消長.

(座長 皆 川

10:45  104

11:00  105

11:15  106

11:30  107

望)

百田洋二 ・串田篤彦 ・植原健人 (北海道農試):ダ イズシス トセンチュウ

産卵の特性.

相場 聡 (北海道農試畑作センター):温 度変化によるダイズシス トセンチ

ュウのふ化率の違い。

松尾和之 ・山本泰由 ・辻 博 之 ・臼木一英 (農研センター):乾 燥牛糞抽出

物がダイズシス トセンチュウの孵化に及ぼす影響.

略iWanti,S.R!,K.Sugawara,N.Kondo,K.Kobayashi and A.Ogoshi(HokkaldO

Un貯ersity) Inauence of the Soybean Cyst Nemattde(Ffeむ 研θdera

gttdnθ9 0n the lncidence ofBrown Stem Rotin Adzuki B6an Cultivars.

(休憩 昼 食 11:45～ 12:45)

12:45～13:15総 会

〔シンポジウム〕 13:15～ 15:45

(座長
'真

宮靖治 。清水 啓 )

「北の国の線虫問題一対策と展望」

3ヽ:15 Sl 水 越 亨 (道立道南農試):北 海道の施設に発生するサツマイモネコブセン

チュウ.

13:45 S2 串 田篤彦 (北海道農試):ジ ャガイモシス トセンチュウのその後―道内地域

の現状と今後の対策―.
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14:15 討 論

14:25 S3 山 田英
一 (雪印種苗 (株)中 央研究農場):対 抗植物による線虫防除.

14:55 S4 福 澤晃夫 (北海道東海大工):植 物由来のシス トセンチュウに対する生理活

性物質と生態的防除.

15:25 討 論

(休憩 15i35～15:45)

〔一般講演〕 15:45～ 17:00

(座長 中 園和年)

15:45 108 佐 野善一 (九州農試):P2挽 げ捻Pttθrr2コSの サツマイモネコブセンチュ

ウヘの付着効率に及ぼす土壌水分の影響.

16:00 109 村 上尚子 (佐賀大農)。 奈良部 孝 (農研センター):野 外から分離 した

P2s姥材協 P御 銃溜コs13分 離株のネコブセンチュウ個体群への付着特性.

16:15 110 奈 良部 孝 (農研センター)・ 村上尚子 (佐賀大農)。 )|1田弘志 (榊ネマテ

ック):天 敵細菌 P2s姥盟捻PttθJr2″。と宿主ネヨブセンチュウの相互作用

による付着特性の変化.

(座長 西 澤 務 )

16:30 111 立 石 靖 (九州農試):P2s姥 露捻β例抗盟担sを活用した栽培体系によるサ

ツマイモネコブセンチュウ害抑制 I。 ネコブセンチュウ抵抗性程度の異な

るサツマイモ品種におけるPP例 既″,s施 用当年の効果.

16:45 112 三 平東作 ・福田 覚 (千葉農試):施 設 トマ ト・キュウリ栽培における

P2s力ど盟〃切θケタコSのサツマイモネコブセンチュウ防除効果.

18:00～20:00 懇 親 会

9月 4百 (木)

〔
一

般講演〕 9:30～ 18:00

(座長 高 倉重義)

9:30 201 谷 日祐代 ・平野三記夫 ・三浦伸章 (MOA自 然農法大学校)。 柿崎
一恵 (全

国MOA自 然農法産地支部連合会)。 小林義明 (元静岡農試):MOA自 然

農法圃場における土壌線虫の発生経過と解析  I.調 査初期のネヨブセンチ

- 3 -



ュウの発生状況.

9:45 202 柿 崎一恵 ・阿部 卓 (全国MOA自 然農法産地支部連合会):自 然農法にお

ける トマ ト栽培圃場におけるネコブセンチュウ害に対するギエアグラスの

抑制効果.

10:00 203 阿 部 卓 ・柿崎一恵 (全国MOA自 然農法産地支部連合会):自 然農法にお

けるイチゴの Pr域ガ御統どS72Fr2どsに よる被害発生とマリーゴール ド導入

の試み (第3報 ).

(座長 佐 野善一)

10:15 204 小 林義明 (アグロ・カネショツ僻東海支店)・ 鈴木守之 (伊豆の国農協)。

前島慎一郎 (静岡県中部農林事務所):バ スアミド微粒剤と陽熱処理の併用

によるイテゴ、ナスの線虫類、土壌病害に対する効果.

10:30 205 北 上 達 (二重農技センター):水 稲用育首器を利用した加温 ・加湿処理に

よるヤマノイモ種芋寄生ネコブセンチュウ類に対する防除効果.

10:45 206 北 島美津子 ・山田英一 ・橋爪 健 ・高橋 穣 (雪印種首)。 塩谷哲夫 (東京

農工大):サ ツマイモネヨブセンチュウ抵抗性の緑肥用ソルガムの開発 (そ

の寄生反応と品種問差異について).

(座長 平 田賢司)

11:00 207 荒 城雅昭 (農環研):本 邦産ネコブセンチュウの第2期幼虫による同定と

画像解析による第 2期幼虫尾部形態の数値化.

11:15 208 樋 田幸夫 (元国際農研)。 人重樫隆志 (明治大農)・ ソムクヮン キ ージー

ワン・ヌチャナー ト タ ングチ トソムキ ド(タイ農業局):タ イのクワから

採集されたネコブセンチュウ未記載種.

11:30 209 中 国和年 ・アブディナ 。上田憲一 (農整公団):南 カリマンタンのチガヤ草

原移住地農家圃場における植物寄生性線虫.

(休憩 昼 食 11:45～12145)

(座長 石 橋信義)

12:45 210 草 野敬久 ・市川洋子 。梅原 愛 ・榎木祥江 (県立広島女子大)。富樫一巳 (広

島大):環 境指標生物としての線虫の研究.

13:00 211 二 井一禎 (京都大農):毛 烏素沙地の上壌線虫密度.
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13:15 212 鬼 頭研二 (札幌医大医)・ 大山佳邦 (国立極地研):南 極産 財釘れs属線虫

類の種構成 と分布、および分類 ・同定にともなう問題点について.

13i30 213 浅 川満彦 (酪農大獣):日 本列島産野ネズミ類の寄生線虫類 :その分類およ

び生活史.

(座長 荒 城雅昭)

13:45 214 吉 田睦浩 (農環研)・伊藤 元 (北海道大農):北 海道産バッタ類 (Insccta:

Acrididac)数種に見られたシヘンチュウ類 (Nematodat Mermitllidac)に

ついて,

14:00 215 伊 藤賢治 (農研センタヤ)・ 山中 聡 (SDSバ イオテック):昆 虫病原線

虫の種間、系統問での寄主探索行動の変異.

1    14:15 216 田 辺博司 ・山中 聡 (SDSバ イオ ・つくば研)・ 吉田睦浩 (農環研):宮
i崎

県より分離された Steinα死切2属 昆虫病原性線虫およびその共生細菌の

生物学的特徴.

14:30 217 額 爾致巴雅爾 ・近藤栄造 。石橋信義 (佐賀大農)i Steinα控2m2属昆虫病

原性線虫 3種 の運動性、行動、および生存に及ぼす湿度の影響.

1    14:45 218 石 橋信義 ・王 小 冬 ・近藤栄造 (佐賀大農):Sttincrnematidae科 昆虫病

原性線虫の感染戦略.

(座長 二 井
一

禎)

15:00 219 ブ ニ ア ミン ・石橋信義 (佐賀大農):九 州産アフェレンクス ・アヴェネの

十          寄 生糸状菌選好性、温度選好性等についての 2、3の 知見.

15:15 220 皿 本将隆 ・石橋信義 (佐賀大農):ア フェレンクス ・アヴェネの人工培地に

関する基礎研究.

1    15:30 221 近 藤知弥 ・石橋信義 (佐賀大農)菌 食性線虫アフェレンクス ・アヴェネの乾

燥保存,

1    15:45 222 河 津
一

儀 ・金子 昇 (岡山大農):マ ツノザイセンチュウは無菌化するとそ
'  の

病原性を喪失する。

16:00 223 真 宮靖治 (玉川大農):ヒ ラタケの線虫捕食効果―マツノザイセンチュウに

対 して.

(座長 吉 田睦浩)

16:15 224 酒井淳一 ・花田 薫 ・水久保隆之 (九州農試):ミ ナミネグサレセンチュウ
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― ― ― ―

個体群間の rDNA一 ITs領 域の塩基配列の比較.

16:30 225 水 久保隆之 (九州農試)。 大類幸夫 (JT葉 たばこ研):ミ ナミネグサレセ
ンチュウの個体群間の生殖的隔離.

16:45 226 植 原健人 。串田篤彦 (北海道農試)・水久保隆之 (九州農試)。百田洋二 (北
海道農試):ネ グサレセンチュウ 3種 同定のための種特異的プライマーの

作製.

(座長 水 久保隆之)

17:00 227 大類幸夫 (JT葉 たばこ研):PCR一 RFLP解 析による日本産のジャガ

イモシス トセンチュウおよび4種の宮欽数ガ●Dr2属のシス トセンチュウの識
月噂.

17:15 228 串 田篤彦 。植原健人 ・百田洋二 (北海道農試):rDNAの ITSl領 城
の塩基配列に基づくジャガイモシス トセンチュウ各地域個体群問差異.

17:30 229 平 田賢司 (横浜植防)。吉田睦浩 (農環研):日 本産 】移力あθ盟22盟 CrF∽盟モr盟

グループ 2種 の形態及び rDNAの ITS領 域におけるRFLPパ ターン

のルヒ較.

17:45 230 岩 堀英晶 。神崎菜摘 。三井
一

禎 (京都大農)リ ボゾーム DNA/1TS領 域の

塩基配列決定による βょrsaph冴∽沈口s xy■ophЙ郷 および 互 盟2密伽2角s

のアイ ソレイ ト比較.

〔小集会〕

(世話人

18:10 El

18:55  E2

9月 5日 (金)

「発見 25年 一後志地方のジャガィモシス トセンチュウ問題 (現地見学)

830 北 海道庁旧庁舎前 発

18:10～ 19:30

百田洋二)

西澤 務 (日植防牛久研):ブ ラジルにおける最近の線虫事情―ダイズシス

トセンチュウを中心として一.

清水 啓 (農研センター)。 相場 聡 (北海道農試):中 国首林省におけぞ

ダイズシス トセンチュウ問題.

8:30～17:00 エ クスカーション
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1030 中 山峠経由 留 寿都村 (道立中央農試現地試験圃場)着 、兼平主任研究員及び普

及センター担当者による説明.昼 食、現地見学.

1600 新 千歳空港着

1700 」 R札 幌駅 解 散

- 7 -


